資料５
（イ）医療的ケアが必要な重症心身障がい児(者)福祉サービス利用状況調査に基づく課題の抽出及び解決策の検討シート案 
	課　題

	· 訪問系事業（居宅・重度訪問介護）
●制度・運営上の課題
1 報酬体系について
・重度訪問介護の報酬は居宅介護と比べ低くなっているが、報酬体系はどうあるべきか。
・医療的ケアを提供した場合の報酬はどうあるべきか。
1 訪問看護事業所との連携について
・介護は居宅介護、看護は訪問看護が分担するサービス提供体制を構築するにはどうあるべきか。
③　介護職員等による医療的ケアの実施について
・研修実施はどのように進めるべきか。
④　地域医療機関との連携について
・利用者毎の地域医療機関や主治医の確保策は、どう進めるべきか。
●その他の課題
　 ①事業所間の情報交換体制について
　　　・体制は市町村自立支援協議会に設けるべきか。
　 ②複数サービスの利用調整を担うコーディネーターの不在について
・どの機関がその役割を担うか。
③保護者の方が求める水準どおりにサービスが提供できないことについて
・事業者が利用者の苦情等の相談ができる機関は必要か。
· 日中活動系事業（生活介護、療養介護、重心通園、児童デイ）
●制度・事業運営上の課題について
　　①職員体制のあり方について
・職員の配置基準はどうあるべきか。
　　　・看護師の配置は必要であるか。
　　②職員の研修体制のあり方について
　　　・指導員への研修体制のあり方はどうあるべきか。
　　③施設・設備基準のあり方について
　　　・現行の施設最低基準で対応できるか。
　　　・設備はどのようなものが必要であるか。
　　④日中活動のサービスメニューはどうあるべきか。
　　　・重心者に対する日中活動サービスは、どのようなものが必要であるか。
　　　・入浴サービスは必須であるか。
　　④報酬体系について
　　　・重心者の障がい程度区分のあり方はどうあるべきか。
　　　・医療的ケアのサービス提供を行った場合の報酬はどうあるべきか。
⑤地域医療機関との連携について
・利用者毎の地域医療機関の確保策はどう進めるべきか。
　　⑥訪問看護事業所との連携について
　　　・日中活動事業所への訪問看護サービスの訪問は必要か。
　　⑦通所の支援はどうあるべきか。
　　　・重心者の通所支援はどうあるべきか。
●その他の課題
　　①事業所間の情報交換体制について
　　　・体制は市町村自立支援協議会に設けるべきか。
　  ②複数サービスの利用調整を担うコーディネーターの不在について
・どの機関がその役割を担うか。
③保護者の方が求める水準どおりにサービスが提供できないことについて
・事業者が利用者の苦情等の相談ができる機関は必要か。
· 短期入所
●制度・運営上の課題
1 報酬体系について
・福祉型事業所では医療連携体制加算が設けられているが、この単価での受け入れは可能か。また、そもそも医療連携体制加算での受け入れは可能であるか。
・医療型短期入所Ⅰ（児童は重心の方、者は区分６、気管切開で人工呼吸器による呼吸管理が必要な者等）の報酬単価26,000円で受け入れが可能か。
・医療型短期入所Ⅲ（遷延性意識障がい者等および上記に該当しない重心者）の報酬単価14,000円で受け入れが可能か。
2 医療型特定短期入所（宿泊を伴わない日帰り利用）事業所がないことについて
・設備、人員配置基準はどうあるべきか。
・事業形態の必要性は。
③　介護職員等による医療的ケアの実施について
・生活支援員等が研修を受けて実施が可能か。
・研修実施はどのように進めるべきか。
④　福祉施設に従事する看護師の不足について
・看護師の確保策はどう進めるべきか。
・看護師の研修はどうあるべきか。
1 利用者への空床情報の提供について
・空床情報を提供するシステム構築の必要性は。
●その他の課題
1 事業所の地域偏在ついて
・身近な地域での短期入所事業所の確保策はどう進めるか。
・医療機関での取り組みをどのように促進するか。
②　緊急時に対応する地域医療機関の不足
・利用者の急変等に対応する地域医療機関の確保策はどう進めるべきか。
③保護者の方が求める水準どおりにサービスが提供できないことについて
・事業者が利用者の苦情等の相談ができる機関は必要か。



